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令和元年度の戸沢村
決算額を報告します
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地方交付税
21億3,560万円
（36.3％）

地方交付税
21億3,560万円
（36.3％）

県支出金
18億2,176万円
（30.9％）

県支出金
18億2,176万円
（30.9％）

村債
5億7,140万円
（9.7％）

村債
5億7,140万円
（9.7％）

村税
3億6,375万円（6.2％）

村税
3億6,375万円（6.2％）

その他
2億8,517万円
（4.8％）

繰入金
2億1,150万円（4.3％）

繰越金 1億9,895万円（3.4％）

歳入
58億8,787万円

国庫支出金
2億6,009万円（4.4％）

国庫支出金
2億6,009万円（4.4％）

その他 2億3,467万円（4.3％）

総務費
6億804万円
（11.1％）

総務費
6億804万円
（11.1％）

農林水産費
18億4,461万円
（33.6％）

農林水産費
18億4,461万円
（33.6％）

民生費
7億2,777万円
（13.3％）

民生費
7億2,777万円
（13.3％）

教育費
4億9,001万円
（8.9％）

教育費
4億9,001万円
（8.9％）

土木費
4億8,013万円
（8.8％）

土木費
4億8,013万円
（8.8％）

公債費
3億6,259万円
（6.6％）

公債費
3億6,259万円
（6.6％）

衛生費
3億5,117万円
（6.4％）

災害復旧費
3億8,575万円
（7.0％）

災害復旧費
3億8,575万円
（7.0％） 歳出

54億8,472万円

一般会計
　令和元年度の歳入歳出決算が、村議会９月定例会において承認されました。村民の
皆さんに納めていただいた税金や地方交付税など村に入ってきたお金（歳入）とそれ
がどのように使用されたか（歳出）についてお知らせします。

　

村
の
歳
入
は
、
対
前
年
度
比
１
６
億
７
，
１
７
０
万
円
増
の

５
８
億
８
，
７
８
７
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
税
の
収
入
は
、
対
前
年
度
比
３
８
７
万
円
増
と
な
り
、
ま
た
、
村

の
主
要
財
源
で
あ
る
地
方
交
付
税
は
、
対
前
年
度
比
１
，
１
８
７
万
円

増
の
２
１
億
３
，
５
６
０
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

村
の
歳
出
は
、
対
前
年
度
比
１
４
億
６
，
７
５
０
万
円
減
の

５
４
億
８
，
４
７
２
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

歳
出
の
中
で
、
最
も
多
く
の
割
合
を
占
め
る
農
林
水
産
費
は
、
前
年

度
比
１
４
億
４
，
９
８
０
万
円
増
の
１
８
億
４
，
４
６
１
万
円
と
な

り
ま
し
た
。
農
林
水
産
費
に
つ
い
て
は
、
農
用
地
整
備
や
生
態
系
保
全
、

角
間
沢
た
め
池
の
耐
震
化
対
策
事
業
等
の
た
め
の
増
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。

令和元年度の戸沢村決算額を報告します令和元年度の戸沢村決算額を報告します
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令和元年度の主な事業
　令和元年度に行われた戸沢村の事業に関して、どのようなものがあり、どれくらいのお金が使われたのかを
紹介します。
○ぽんぽ館運営事業	 38,805,068円
　（ぽんぽ館運営に係る指定管理料・館内各所維持補修費 等）
○いきいき百年の里・やまなみロード線運行委託事業	 12,556,130円
　（デマンドバスの運行を委託。利用者数は11,734人である）
○未来応援プレミアム付き商品券発行事業	 18,659,160円
　（子育て世代を対象とした50％プレミアム付き商品券を総額823万円分発売した）
○道路建設事業	 157,739,868円
　（舗装補修工事・区画線設置工事 等）
○村イベント創造推進事業費（とざわ旬の市）	 700,000円
　（村の山菜等の地域資源を活用し特産品の販路拡大をねらう取り組みである）
○参議院議員選挙費	 4,661,548円
　（令和元年7月21日に執行された選挙の経費である）
○特産農産物販売促進事業	 600,000円
　（そば・エゴマ・パプリカ等の出荷・販売に係る企画開発及び首都圏におけるイベントの開催を支援した）
○ ICT整備事業（小学校・中学校）	 15,974,880円
　（学園児童生徒用のPC・タブレット等のリース代）
○村体育協会各種大会委託事業	 1,575,928円
　（村民の生涯スポーツの推進を図るため第27回スポレク祭や各種大会を開催した）

•実質収支比率
　　財政状況を標準財政規模との比較で表したもの
•経常収支比率
　　財政の硬直度、弾力性を示したもの
•財政力指数
　　財政上の能力を示す指数
•実質公債費比率
　　標準的な財政規模に占める借金返済額の割合を

表した財政の健全度を示す指標

区分 令和元年度 平成30年度 平成29年度

実 質 収 支
比　　　率 15.9% 2.9% 9.9%

経 常 収 支
比　　　率 81.7% 81.7% 85.9%

財政力指数 0.16 0.16 0.16

実質公債費
比　　　率 8.3% 8.3% 7.0%

財政分析指標の推移
　用語紹介

特別会計決算 【歳入】12 億 7,289 万円 　【歳出】12 億 4,710 万円 

特別会計 　特別会計は、下水道や国民健康保険など、特定の収入をもって特定の支出に充てる
ためのもので、一般会計と区別する必要がある会計のことをいいます。

（単位：円）
区　分 国民健康保険 後期高齢者医療 簡易水道事業 下水道事業 農業集落排水事業 介護保険
歳　入 15,171,984 54,351,144 232,167,989 92,376,499 129,470,038 749,347,524
歳　出 14,474,136 50,941,246 228,459,334 88,572,863 126,479,581 738,174,373
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少年健全育成村民フォーラム少年健全育成村民フォーラム
　

昨
年
は
台
風
の
影
響
で

中
止
と
な
っ
て
し
ま
っ
た

村
民
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
し
た

が
、
今
年
は
天
候
に
恵
ま

れ
、
令
和
2
年
10
月
10
日

㈯
に
戸
沢
村
中
央
公
民
館

を
会
場
と
し
て
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

当
日
は
、
地
域
や
こ
れ

か
ら
の
戸
沢
村
に
つ
い
て

語
る
た
め
、
１
０
０
名
を

超
え
る
村
民
が
参
加
し
、

大
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。

～
「
こ
と
」
づ
く
り
部
会
～

　

現
在
行
わ
れ
て
い
る
地
域
の

行
事
や
観
光
イ
ベ
ン
ト
、
か
つ

て
集
落
単
位
で
行
わ
れ
て
い
た

行
事
、
風
習
に
つ
い
て
意
見
交

換
を
行
い
ま
し
た
。

　

戸
沢
村
に
関
す
る
「
こ
と
」

を
見
つ
め
直
し
た
う
え
で
、「
こ

ん
な
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
あ
る

と
い
い
な
」、「
戸
沢
ら
し
さ
を

発
信
す
る
に
は
ど
ん
な
こ
と
を

考
え
た
ら
い
い
だ
ろ
う
」
と
い

う
未
来
の
戸
沢
村
に
つ
い
て
グ

ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
行
い
ま
し
た
。

「
生
徒
が
住
ん
で
い
な
い
地
区

に
出
向
い
て
通
学
合
宿
を
す
る

の
は
ど
う
か
」、「
お
し
ん
を
風

化
さ
せ
な
い
イ
ベ
ン
ト
を
企
画

す
る
」、「
祭
り
が
縮
小
化
し
て

い
る
か
ら
地
域
を
越
え
た
参
加

が
必
要
」、「
親
子
で
戸
沢
村
の

自
然
に
触
れ
合
え
る
イ
ベ
ン
ト

が
あ
る
と
嬉
し
い
」
な
ど
様
々

な
意
見
が
出
ま
し
た
。

　

戸
沢
村
の
魅
力
で
あ
る
自
然

や
、
人
と
人
と
の
繋
が
り
、
祭

り
な
ど
を
生
か
す
「
こ
と
」
に

つ
い
て
考
え
る
貴
重
な
機
会
と

な
り
ま
し
た
。

～
「
も
の
」
づ
く
り
部
会
～

　

戸
沢
村
に
伝
わ
る
伝
統
食
や

行
事
食
、
特
産
品
、
民
芸
な
ど

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
ま

し
た
。

　

戸
沢
村
と
い
え
ば
、
パ
プ
リ

カ
、ゆ
か
り
餅
、え
ご
ま
、雪
バ

ナ
ナ
、角
川
太
鼓
な
ど
、未
来
の

戸
沢
村
に
継
承
し
て
い
き
た
い

「
も
の
」が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
で
は
、「
こ

の
お
菓
子
を
広
め
る
た
め
に

は
ど
う
し
た
ら
い
い
だ
ろ
う
」、

「
昔
は
こ
ん
な
料
理
も
あ
っ
た

な
よ
」
と
い
う
よ
う
な
活
発
な

話
し
合
い
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

「
パ
プ
リ
カ
ク
ッ
キ
ー
を
作
る
」、

「
イ
ン
ス
タ
ン
ト
納
豆
汁
も
面

白
そ
う
」、「Youtuber

と
コ

ラ
ボ
企
画
で
情
報
発
信
し
て
も

ら
う
」
な
ど
ユ
ー
モ
ア
あ
ふ
れ

る
意
見
が
た
く
さ
ん
出
ま
し
た
。

　

戸
沢
村
の
「
も
の
」
を
継
承

し
、
広
く
知
っ
て
も
ら
う
た
め

に
も
年
代
を
越
え
た
意
見
交
換

が
大
切
で
あ
る
と
再
認
識
す
る

と
同
時
に
、
戸
沢
村
の
未
来
を

背
負
う
子
ど
も
た
ち
が
頼
も
し

く
感
じ
ら
れ
ま
し
た
。

～
「
総
合
的
な
学
習
の

　
　時
間
」
の
中
間
発
表
～

　

中
学
校
３
年
生
は
、「
コ
ロ

ナ
禍
の
戸
沢
村
の
現
状
」
を
１

学
期
に
現
地
調
査
を
行
い
、
そ

の
結
果
か
ら
、
今
後
の
戸
沢
村

に
必
要
な
取
組
を
考
え
、
各
自

が
企
画
書
を
タ
ブ
レ
ッ
ト
に
ま

と
め
、
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン

を
行
い
ま
し
た
。

　

フ
ォ
ー
ラ
ム
に
参
加
し
た
地

域
の
方
々
か
ら
も
建
設
的
な
意

見
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
発
表
す

る
中
学
生
、
質
問
や
意
見
を
す

る
大
人
も
輝
い
た
表
情
と
真
剣

な
ま
な
ざ
し
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

中
学
生
の
現
代
的
な
感
覚
と

地
域
の
方
々
の
戸
沢
村
を
思
う

気
持
ち
が
融
合
さ
れ
、「
新
た

な
戸
沢
村
を
考
え
る
」
学
習
の

場
と
な
り
ま
し
た
。

　

中
学
生
は
昨
年
の
修
学
旅
行

の
巣
鴨
商
店
街
で
の
取
組
か
ら

こ
れ
ま
で
の
実
践
で
、
ま
と
め

る
力
や
表
現
力
、
相
手
に
伝
え

る
力
な
ど
が
確
実
に
身
に
付
い

て
い
る
よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。

↑
参
加
者
の
様
子

異
年
齢
交
流
分
科
会

異
年
齢
交
流
分
科
会

１

の年

開越

催し

！

戸
沢
中
３
年
生

戸
沢
中
３
年
生

  

ワ
ー
ク

ワ
ー
ク

  

　
シ
ョ
ッ
プ

　
シ
ョ
ッ
プ

↓交流の結果を発表
（異年齢交流分科会）

↑プレゼンテーションの様子
（ワークショップ）

↑幅広い年代での意見交換
（異年齢交流分科会）
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教
育
委
員
会
表
彰

感　
謝　
状　
元
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
長

　
　
　
　
　
　
　
　
星　
川　
和　
也

「
い
じ
め
・
非
行
を
な
く
そ
う
」

や
ま
が
た
県
民
運
動
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

地
区
優
良
賞　
戸
沢
小
学
校　
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
佐　
藤　
捺　
夏

地
区
優
良
賞　
戸
沢
小
学
校　
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
安　
食　
菜　
夏

地
区
優
良
賞　
戸
沢
中
学
校　
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
横　
山　
加　
奈

村
優
秀
賞　
戸
沢
小
学
校　
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
小　
野　
ひ　
な

村
優
秀
賞　
戸
沢
小
学
校　
四
年

　
　
　
　
　
　
　
　
山　
内　
瑠　
菜

共育の日記念事業　戸沢村青共育の日記念事業　戸沢村青
　

戸
沢
小
中
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
参

加
者
の
方
と
一
緒
に
「
夢
の
戸
沢
村
」

を
テ
ー
マ
に
巨
大
絵
画
を
制
作
し
ま
し

た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
8
名
に
事
前
に
下

書
き
を
行
っ
て
も
ら
い
、
当
日
は
、
小

さ
い
子
か
ら
お
年
寄
り
の
方
ま
で
た
く

さ
ん
の
方
か
ら
思
い
思
い
に
色
を
塗
っ

て
い
た
だ
き
、
超
大
作
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
様
々
な
企
画
を
検
討
し
て
お

り
ま
す
の
で
、
小
中
ボ
ラ
の
動
向
か
ら

目
が
離
せ
ま
せ
ん
！

　

ま
た
、
製
作
し
た
巨
大
絵
画
に
つ
い

て
は
、
年
内
戸
沢
村
中
央
公
民
館
体
育

館
前
の
ロ
ビ
ー
に
展
示
し
て
お
り
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

↑いじめ・非行をなくそう」山形県民運動
標語コンクール受賞者

↑
巨
大
絵
画
制
作
の
様
子

セ
ー
ブ
メ
デ
ィ
ア
標
語
表
彰

最
優
秀
賞　
戸
沢
小
学
校　
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
柿　
崎　
日　
和

優　
秀　
賞　
戸
沢
中
学
校　
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
斉　
藤　
那　
奈

優　
秀　
賞　
戸
沢
小
学
校　
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
荒　
川　
奏　
南

　
　戸

沢
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
長
表
彰
①

ス
ポ
ー
ツ
部
門

優　
秀　
賞　
戸
沢
中
学
校　
一
年

　
　
　
　
　
　
　
　
古　
川　
一　
琉

優　
秀　
賞　
戸
沢
中
学

　
　
　
　
　
　
　
柔
道
部　
女
子
団
体

優　
秀　
賞　
戸
沢
中
学
校　
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
岸　
　
　
大　
希

優　
秀　
賞　
戸
沢
中
学
校　
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
三　
浦　
遥　
人

戸
沢
村
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
長
表
彰
②

優　
秀　
賞　
戸
沢
中
学
校　
二
年

　
　
　
　
　
　
　
　
荒　
川　
夏　
穂

優　
秀　
賞　
戸
沢
中
学
校　
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
奥　
山　
　
　
直

優　
秀　
賞　
戸
沢
中
学
校　
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
中　
鉢　
瑠　
依

優　
秀　
賞　
戸
沢
中
学
校　
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
阿　
部　
莉　
奈

優　
秀　
賞　
戸
沢
中
学
校　
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
早　
坂　
優　
輝

文
化
部
門

優　
秀　
賞　
戸
沢
中
学
校　
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
池　
田　
麟
太
朗

↑セーブメディア標語表彰　受賞者

↑戸沢村ＰＴＡ連絡協議会長表彰　受賞者
※当日出席者のみ　　　　　　　　　　　

表
彰
受
賞
者

表
彰
受
賞
者

小
中
ボ
ラ
の
巨
大
絵
画
！

小
中
ボ
ラ
の
巨
大
絵
画
！
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村の将来像●自立・活力・協働による元気な村の創造

第１号被保

険者保険料

２３%

第２号被保

険者保険料

２７%

戸沢村

12.5%

山形県

12.5%

国

25.0%

0 100,000 200,000 300,000 400,000 500,000 600,000 700,000
R2
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H28
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H12

２.6倍

2,400

3,330

3,600

3,960

4,960

5,900

6,700

介護保険料

（円）（千円） 

2.8倍

とざわ介護保険通信⑦
　これまで６回にわたり、介護保険の仕組みについてお話をしてきました。介護保険制度は平成12年か
ら始まり、３か年ごとに見直しが図られています。現在はその第７期の３年目となっており、来年度か
らは第８期が始まります。
　今回からは、第８期に向け、戸沢村の介護保険事業の現状についてお知らせしていきます。

　こちらのグラフは、戸沢村の介護保険給付額と保険料の推移をまとめたものです。

介護保険の仕組み

問い合わせ先
　戸沢村健康福祉課 医療介護係
　☎ 0233-72-2364
　　（内線142・144）

戸沢村介護保険事業の現状について

より長く健康でいることが大切

　介護保険が始まった平成12年からの20年間でサービス利用
の給付額は2.6倍に増え、それに伴い保険料も2.8倍の増となっ
ています。
　戸沢村では将来推計人口で見ると、10年後の2030年には65
歳以上の介護保険第１号被保険者の人口が、25歳～ 64歳の

「働く世代」と言われる人口を超えるとされています。
　以前お話しした通り、介護保険の財源は40歳以上の住民の方
の介護保険料と、村・県・国の税金で成り立っており、市町村
ごとに運営しています。そのため、使う人が増え、それを支え
る人が減ることになれば、おのずと個人の保険料や村・県・国
の負担は大きくなってしまいます。

　介護保険は「皆で支えあう相互扶助制度」です。近年は、高齢化
や生活を支えるため家族の中でも外で働く人が増え、介護したくて
もできない状況が多く見られ、そのような理由でもサービス利用が
増えています。
　本当に介護が必要な方が必要な時に使えるための制度の見直しや、
何よりも一人一人が長く健康でいられるために意識することが大切
になっています。
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世界一楽しい遊べる鉱物図鑑
　　　　　　　　　／さとう　かよこ
　遊べる！学べる！おもしろ過ぎる鉱物図
鑑。比較的手に入りやすいカラフルな鉱物
がいっぱい。鉱物探検からスリル満点の発
光実験まで、元小学校教師さとうかよこ氏
がやさしくナビゲートします。

（11月上旬貸出開始）

流浪の月／凪良　ゆう

　あなたと共にいることを、世界中の誰もが
反対し、批判するはずだ。わたしを心配する
からこそ、誰もがわたしの話に耳を傾けない
だろう。それでも文、わたしはあなたのそば
にいたい—。再会すべきではない男女がもう
一度出会ったとき、運命は周囲の人を巻き込
みながら疾走を始める。（11月上旬貸出開始）

とびきりおいしい家パスタ／ tesshi

　インスタグラムで大人気のTesshiさんが
作る「家パスタ」はがっつり＆ボリューミー！
パスタをゆでる鍋と、ソースを作るフライ
パンさえあればOK。ぜ～んぶ、オススメ
なのでぜひ作ってみてください。食べたら
疲れも吹き飛ぶよ！（11月上旬貸出開始）

　読書推進事業として行っておりました、POPの募集と
読み聞かせ感想文の募集について、たくさんのご応募あり
がとうございました。
　審査の結果、優秀な成績を収めた５名の方に、村民フォ
ーラムで表彰をさせていただきました。

えほんの森
～わくわくのおはなしかい②～

絵本の読み聞かせや手遊び歌など
のイベントを行います。申し込み
は不要ですので、気軽にご参加く
ださい。
　
日時：令和２年１１月２４日（火）

　　　10：00～（1時間程度）

場所：戸沢村中央公民館図書室

対象：未就学園児（５か月から

　　　２歳児）とそのご家族

★おじいちゃん、おばあちゃんと
　の参加も大歓迎です！

11月図書室カレンダー

問い合わせ先　　戸沢村共育課 社会教育体育係　　☎　０２３３－７２－２３０４

時間帯：木・金17時～19時　土9時～正午
※ 村HPからもご確認いただけます

日 月 火 水 木 金 土
1
休館

2 3
休館

4 5
夜間

6
夜間

7
休日

8
休館

9 10 11 12
夜間

13
夜間

14
休日

15
休館

16 17 18 19
夜間

20
夜間

21
休日

22
休館

23
休館

24 25 26
夜間

27
夜間

28
休日

29
休館

30 　 　 　 　 　

戸沢村中央公民館図書室戸沢村中央公民館図書室

本のススメ　 vol.92本のススメ　 vol.92

POPコンクール・読み聞かせ感想文コンクール
受賞者発表

POPコンクール
受賞者

戸沢小１年
伊藤　真裕さん

戸沢小４年
柿崎　日向さん

戸沢小４年
横山　悠翔さん

読み聞かせ感想文
コンクール　受賞者

戸沢小２年
阿部　彩希さん

戸沢小４年
柿崎　日向さん

戸沢小６年
石塚　宇恭さん
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先
日
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手
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５
班
に
分
か
れ
、
自
分
た
ち
で
粉
か
ら
生
地
を
作
り
、
実
際
に
焼
く
と
こ
ろ
ま

で
や
っ
て
い
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だ
き
ま
し
た
。

　

近
い
う
ち
に
村
内
に
ピ
ザ
レ
ス
ト
ラ
ン
が
開
店
す
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
？（
笑
）

　９月27日（日）生涯学習センターにおいて、柔道
のさわやかスポーツ教室が行われました。県や柔道連
盟の指示のもと、準備や受け入れ体制のほか、消毒や
手洗いなどが徹底され普段通りとはいかない中でも、
東北高校女子柔道部監督佐藤明代先生の指導と久しぶ
りの交流に、子どもたちの笑顔が輝いていました。
　戸沢小６年 奥山佳心くんは「いろんな大会が中止
で悔しかった、みんなと頑張れる教室があって嬉しい」
と話していました。

さわやかスポーツ教室に児童らが参加

　９月５日（土）・６日（日）に新庄市の最上広域交流セン
ター「ゆめりあ」にて新庄・もがみフラワーフェスティバ
ル2020が開催され、その中で花き品評会が実施されまし
た。戸沢村の生産者からも多くの出品があり、この度、斉
藤美智代（十二沢）さんが特別賞を受賞されました。９月
25日（金）に村長室にて表彰式を執り行い、美智代さん
の夫である斉藤光夫さんに表彰状と副賞を授与しました。

花き品評会で村生産者が受賞

集落支援員

鈴木英策さん

集落支援員
奮闘記 Vol.59
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　10月２日（火）、岩花地区の実習田にて、戸沢小
学校５年生25名が、昔ながらの稲刈りを体験しま
した。
　児童らは、田んぼの所有者である安食哲彌さん（岩
花）をはじめとした地域の方々に教わりながら、一
つひとつ丁寧に稲を収穫。その後は、田んぼに立て
られた杭に稲を積み上げる「杭干し」を体験しました。
　稲刈りを終えた児童は「楽しかった」、「もっとし
たかった」などと感想を話していました。

　９月21日（月）～ 30日（水）までの10日間、秋の交通
安全県民運動が実施されました。
　最終日の30日（金）は、「交通死亡事故ゼロを目指す日」
となっており、村長や教育長をはじめ、村交通安全対策推
進協議会の委員らが役場前にて街頭指導を行い、行き交う
自動車や歩行者に交通安全を呼びかけました。
　日没が早くなっています。早めのライト点灯と反射材の
活用で、交通事故防止に努めましょう。

　10月１日（木）、ぽんぽ館にて、老人クラブグラウンド
ゴルフ大会が行われました。
　当日は、村内各地区の老人クラブ会員ら約70名が参加
し、グラウンドゴルフを楽しみました。経験の浅い方もい
る中で、参加者同士で教えあう姿やアドバイスしあう姿が
見られ、グラウンドゴルフを通して交流の輪を広げていま
した。ご参加いただいた皆さんありがとうございました。

　10月５日（土）、戸沢保育所にて、戸沢保育所大
運動会が開催され、園児らが元気いっぱい競技に励
みました。
　当日は、かけっこやリレーなど様々な競技が行わ
れ、たくさんのお友達や保護者と協力しながら、ゴ
ールを目指していました。
　最後には、園児らが 「♪パプリカ」に合わせダン
スを踊り、運動会を締めくくりました。

グラウンドゴルフを通して交流を！

元気いっぱいがんばったね！

戸沢小５年生が稲刈り体験

交通事故死ゼロを目指して
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　10月16日（金）、とざわふれあいセンターにて、災害ボ
ランティアセンター設置運営訓練が行われ、住民ボラン
ティア団体、新庄青年会議所、役場職員、社協関係者ら
約50名が参加し、災害への備えを確認しました。当日は、
ウェザーハート災害福祉事務所の千川原代表が講師を務め、
災害ボランティアセンターの設置訓練やアイラップを使用
した災害時の炊飯訓練なども行われ、参加者は実際の災害
を見据え真剣に取り組んでいました。
　平時から住民・行政・社協・関係機関が顔の見える関係
性を築いておくことが「災害に強い村づくり」において大
変意味のあることと思います。

防災意識を高めていくために

令和元年度最上広域市町村圏事務組合　決算概要

　最上広域市町村圏事務組合議会10月定例会で、令和元年度決算が承認されました。一般会計歳入総額28億9,445万円（前
年度比8億3,836万円の減）、同歳出総額27億9,288万円（前年度比8億5,929万円の減）となっています。
　歳出額の減少の主な要因としましては平成30年度に実施したエコプラザもがみ基幹的設備改良工事（9億3,096万円）の
終了に伴う減額になります。令和元年度一般会計の主な事業としましては、エコプラザもがみ費では、平成30年８月に発生
した豪雨災害の復旧事業としてストックヤード搬入路修繕工事を実施し、法面の整備や補強等を行っています。また施設全
体の修繕を行うプラント設備点検整備等業務委託を実施し、施設の安定的な運転を図っています。またリサイクルプラザも
がみ費では、豪雨災害の復旧事業として最終処分場土砂等堆積物撤去工事を実施し、堆積した土砂の撤去作業を行いました。
また最終処分場のⅡ期埋立場への埋め立て開始に向けて切替桝立上工事を実施しました。衛生費の総額としては11億3,736
万円（前年度比9億670万円の減)となっています。消防費では、本署及び西支署へ配備する消防ポンプ自動車２台の購入を
実施しました。また訪日外国人の急増に伴い多言語コールセンターサービス事業を開始し、外国人からの119番通報等に対
応しています。消防費の総額は10億9,137万円（前年度比2,335万円の増）となりました。また、特別会計では最上圏域と沖
縄中部圏域との児童交流事業を実施し、さらに10月に焼失した首里城本殿の復興のため100万円の寄附を行いました。
　最上広域市町村圏事務組合は、最上８市町村の皆さんの生活に密着した消防、ごみ・し尿処理などの業務を効率的に進め
ることを目的として設立された団体であり、今後の安全で安心して暮らせる地域づくりを目指し、事務事業の円滑な推進と
経費の削減に努めていきます。

●分担金の内訳　　　　　　　　　　　 （単位：万円）
区　分 令和元年度決算 構成比（％） 対前年増減

新 庄 市 109,535 41.8 5,593
金 山 町 20,909 8.0 631
最 上 町 30,624 11.7 513
舟 形 町 17,495 6.7 404
真室川町 28,743 10.9 760
大 蔵 村 12,542 4.8 233
鮭 川 村 15,007 5.7 492
戸 沢 村 18,090 6.9 396

交付税措置分 9,205 3.5 224
計 262,150 100.0 9,246

●一般会計の主な事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （単位：万円）

区　　　　　　　　分 令和元年度決算 対前年増減

広域交流センター「ゆめりあ」管理運営費 11,350 1,139

エコプラザもがみ（ごみ焼却施設）管理運営費 60,185 △ 86,903

リサイクルプラザもがみ（資源リサイクル施設）管理運営費 21,180 △ 2,770

もがみクリーンセンター（し尿処理施設）管理運営費 31,515 △ 814

消防・救急業務運営費 109,137 2,335

教育研究センター管理運営費 4,487 △ 13

公債費（借入金返済） 21,116 1,631

一般会計歳入　28億9,445万円 一般会計歳出　27億9,288万円

分担金
26億2,150万円（90.57%）

分担金
26億2,150万円（90.57%）

使用料及び手数料
1億4,630万円（5.05%）
使用料及び手数料
1億4,630万円（5.05%）

繰越金
8,064万円（2.79%）

諸収入
3,563万円（1.23%）

総務費
3億702万円（10.99%）
総務費
3億702万円（10.99%）

衛生費
11億3,736万円（40.72%）
衛生費
11億3,736万円（40.72%）

消防費
10億9,137万円（39.08%）
消防費
10億9,137万円（39.08%）

公債費
2億1,116万円（7.56%）

議会費・教育費4,597万円（1.65%）
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　10月、野口地区（塩水坂）で、不法投棄が発見されました。
不法投棄を発見した場合は、ごみの内容から投棄した者を調べ、
その責任において処理していただきます。また、不法投棄は犯罪
行為となりますので法律によって処罰されます（５年以下の懲役
及び１千万円以下の罰金（法人は３億円以下の罰金））。
　戸沢村の美しい自然を守るために、住民、事業者の皆さんのご
協力をお願いします。不法投棄を発見した場合や投棄者に関する
情報は、住民税務課住民生活係まで、ご連絡をお願いします。

問合せ先　戸沢村役場 住民税務課住民生活係　
　ＴＥＬ　０２３３－７２－２３２６（内線１１２）

　教育委員会では、戸沢小・中学校で勤務する代替調理員を募集します。学校給食調理員が休暇等を取得する
日に勤務となります。給食調理の補助的な業務をしていただきます。
　勤務時間：平日の午前９時００分～午後４時３０分
　　　　　　１日５時間～６時間
　時　　給：１，０００円　※交通費の支給はありません。
　勤務場所：戸沢小・中学校
　勤務内容：学校調理の補助的な仕事（食材の下処理、運搬、食器の洗浄等）
　登録資格：健康で集団調理ができる方　※調理師免許の有無は問いません
　提出書類：履歴書（写真貼）
　受　　付：戸沢村教育委員会（戸沢村役場共育課）平日午前９時から午後５時
　問合せ・申込先　　戸沢村役場 共育課学校教育係　ＴＥＬ　０２３３－７２－３２４２

募集職種：保健師（１名）
職務内容：保健に関する業務に従事
受験資格：昭和６０年４月２日以降に生まれた方で、採用予定年月日（令和３年４月１日）において保健師免
　　　　　許を保有、もしくは取得見込みの方。
試 験 日：１月中旬の予定（応募者へ直接通知いたします）
試験種目：作文試験・面接試験
受付期間：令和２年１１月９日（月）～令和２年１２月１８日（金）【郵送の場合は当日消印有効】
応募方法：申請用紙等は総務課窓口または村HPから取得できます。
問合せ・申込先　　戸沢村役場 総務課総務係　ＴＥＬ　０２３３－７２－２１１１
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 ＦＡＸ　０２３３－７２－２１１６

住 民 税 務 課 か ら の お 知 ら せ

共 育 課 か ら の お 知 ら せ

総 務 課 か ら の お 知 ら せ

不法投棄厳禁！

学校給食代替調理員の募集・登録のお知らせ

令和２年度　戸沢村職員採用試験の募集案内（保健師）
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　新型コロナウイルスが拡大している今、新型コロナウイルスとインフルエンザの併発重症化を防ぐために、
戸沢村では今年度のインフルエンザ予防接種補助について、 対象年齢を拡大します。具体的な補助の内容につ
いては、10月中旬に全戸へ案内を配布しておりますのでご覧ください。又は健康福祉課
までご連絡ください。
　期　間：令和２年10月26日～令和３年１月31日
　　　　　（医療機関によって接種時期が異なりますので、事前にご連絡をお願い
　　　　　　します。）
　補助額：２，０００円（妊娠中の方は３，０００円）

対象者：満６５歳以上の方
満６０～６４歳の方のうち心臓・腎臓・呼吸器・ヒト免疫不全ウイルスによる免疫の機能に、自己の
日常生活が極度に制限される程度の障害（身体障害者 1 級相当）を有する方 。

補助額：当初は２，０００円の補助としていましたが、10月途中から３，０００円を補助させていただいており
ます。補助額が変更になる前に接種された方については、今後個別に連絡し、差額分を返還させてい
ただきます。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　問合せ先
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　戸沢村役場 健康福祉課健康推進係
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ＴＥＬ　０２３３－７２－２３６４

　県内各地で、クマの目撃や人的被害が発生しています。また、角川地区を中心
に、サルやイノシシによる農作物被害も確認されています。
【注意点】
　•山菜採り、農作業中は、野生動物との不意の遭遇にご注意ください。
　•野生動物を誘引する生ゴミや農作物の廃棄残さの適切な処理をお願いします。
　

～ 秋は、野生動物が冬に備えて活発に行動する時期です。十分ご注意ください。～
　
農作物被害及び対策に関するご相談　　戸沢村役場 産業振興課農政係　ＴＥＬ　0 2 3 3 - 7 2 - 2 5 2 7　
その他野生鳥獣に関するご相談　　戸沢村役場 総務課危機管理室　ＴＥＬ　0 2 3 3 - 3 2 - 0 1 2 5　

　行政への苦情・要望・意見・困っていること・気になっていること・納得できないこと・どこに相談すれば
よいのか分からないことがありましたら、お気軽にご相談ください。
　開 設 日　　１１月１９日（木）
　　　　　　　午前９時３０分～午前１１時３０分
　開設場所　　戸沢村役場１階　住民相談室
　相 談 員　　荒川喜一さん（岩清水）

健 康 福 祉 課 か ら の お 知 ら せ

産 業 振 興 課 か ら の お 知 ら せ

住 民 税 務 課 か ら の お 知 ら せ

高校生〜６４歳のインフルエンザ予防接種のお知らせ

高齢者インフルエンザ予防接種のおしらせ【補助額の変更】

野生動物（クマ・サル・イノシシなど）にご注意を！

「行政困りごと相談」のご案内

問合せ先
　戸沢村役場 住民税務課住民生活係
　ＴＥＬ　０２３３－７２－２３２６
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　11月12日（木）～ 25日（水）は「女性に対する暴力をなくす運動」の期間です。期間中、戸沢村中央公民
館１階ロビーにおいてパネル展示を行います。
　
～あなたの声を聞かせてください～　⚠緊急時は最寄りの警察署または110番へ！

内　　容 窓　　口 時　　間 電話番号

性犯罪・　　　
性暴力被害相談

ワンストップ支援セン
ター 毎日24時間 （＃8

はやくワンストップ

8 9 1 ）

D V 相談

DV相談ナビ（内閣府男
女共同参画局） 毎日24時間 （＃8

は

 0
れ

 0
れ

 8
ば

 ）

男女共同参画センター
チェリア相談室

火～金 ９時～ 17時
土・日・祝 13時～ 17時

（第3日曜日、年末年始を
除く）

023 -629 -8007

戸沢村健康福祉課福祉係
又は保健師

月～金 ８時15分～ 17時
15分（年末年始を除く） 0233 -72 -2364

ストーカー相談 山形県警察本部警察安全
相談室 毎日24時間 023 -642 -9110

（＃9110）プッシュ回線

セクハラ相談 山形県労働局雇用環境・
均等室

月～金 
８時30分～ 17時15分

（年末年始を除く）
023 -624 -8228

※　夫・パートナーからの暴力、性犯罪、売買春、人身取引、セクシュアル・ハラスメント、ストーカー行為
など女性に対する暴力は、女性の人権を著しく侵害するものです。

　
問合せ先
　戸沢村役場 まちづくり課企画調整係　ＴＥＬ　０２３３－７２－２１５２

　今年最後の日程となります。生活習慣病を早期発見するために、年に１回健康診査を受診しましょう。ご希
望の方は健康福祉課健康推進係までご連絡ください。
　検診月日：令和２年１１月２６日（木）
　検診会場：戸沢村保健センター
　問合せ先　戸沢村役場 健康福祉課健康推進係　ＴＥＬ　０２３３－７２－２３６４

まちづくり課からのお知らせ

健 康 福 祉 課 か ら の お 知 ら せ

「女性に対する暴力をなくす運動パネル展」を開催します

健康診査・がん検診をお申込みいただいた方へ

～まだ受診されていない方へのおしらせ～
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公 募 住 宅
村営住宅真柄団地　201号室
戸沢村大字古口3001-20

入 居 資 格

村営住宅条例第６条に該当する方で、
１．現に同居し、又は同居しようとする親族があること。
　（申込時より３ヶ月以内に婚姻し同居できる場合を含みます。） 
２．住宅に困窮していること。 
３．税金などを滞納していないこと。（同居人を含めて） 
４．収入月額が、基準額158,000円以下（※１）であること。
５．暴力団の構成員でないこと。

家 賃
公営住宅法及び村営住宅条例第１５条による月額家賃　
村営住宅真柄団地　１５，０００円～２２，３００円

選 考 の 方 法
申込者が多数の場合
村営住宅条例第８条及び１０条による公開抽選を行います。

申 込 の 期 間 令和２年11月２日から令和２年11月30日又は入居決定の日まで

入居可能予定日 手続き完了の日から

申 込 先 戸沢村　建設水道課　建設係

※１　収入基準額については、各種要件により算出されますので、申込の際にこちらで計算
させていただきます。また、障害者のいる世帯や高齢者のみの世帯、子育て中の世帯な
どについては、基準額の上限を２１４，０００円まで引き上げる措置があります。その
場合、家賃の上限も２９，４００円まで引き上げられますのでご留意ください。（詳細に
ついては申込の際にお尋ねください。）

入居資格・家賃等についての詳しいお問合せは
戸沢村役場　建設水道課建設係　まで

７２－２５４７（内線２３４）

建 設 水 道 課 か ら の お 知 ら せ

村営住宅入居者募集について
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　虐待を防ぐためには、早い段階での発見と対応が大切です。「虐待されて（して）いるかも」と思ったら、
ためらわずに連絡してください。その行動が、子どもを虐待から守るための大きな一歩になります。また、
自分が出産や子育てで悩んだときに相談することも、「虐待に繋がる」ことを防ぐ１つの方法です。

　令和元年度に県内の児童相談所、各市町村で虐待と認定された件数（実数）は1,058件で、30年度の
616件を大きく上回り、通告件数についても1,534件と前年比612件の増加となりました。周囲の「気づき」
の件数とはいえ、過去最高の件数となっています。
　全国的にも、また県内的にも、幼い子どもが虐待で死亡する例が後を絶たず、児童虐待は、社会全体で
早急に解決しなければいけない問題となっています。

気づいてください！子ども虐待のサイン! !
◇子どもからの虐待のサイン
●不自然な傷が多い。　●体や衣類がいつも不潔である。　●喜怒哀楽の表情が乏しい。
●夜遅くまで遊んでいたり、家に帰りたがらない。　●食事時や夜に子どもだけで外にいる。

◇お父さん・お母さんからの虐待のサイン
●近所や地域の中で孤立している。頻繁に子どもを家に残して外出している。
●親の怒鳴る声や物を投げつけるような音がする。
●感情の起伏が激しく、子どもの扱いが荒っぽい。

　　　身体的虐待：殴る、蹴る、激しく揺さぶる、縄等で部屋に監禁
　　　性 的 虐 待：性的暴力、子どもに対する性的行為　
　　　ネグレクト：家に閉じ込める、食事を与えない、病院に連れていかない
　　　心理的虐待：暴言、無視、子どもの前での家族への暴力・夫婦喧嘩

児童虐待を防ぐために

山形県の児童虐待通告件数は1,534件

子ども虐待のパターン　※しつけと称した暴力は虐待です！

11月は児童虐待防止推進月間です。11月は児童虐待防止推進月間です。
（あなたからの連絡が、子どもを虐待から守る大きな一歩になります）（あなたからの連絡が、子どもを虐待から守る大きな一歩になります）

【虐待かもと思ったら以下の機関へご相談ください】
◎戸沢村役場 健康福祉課福祉係　
　TEL　0233-72-2364　受付時間　８：３０～１７：１５　月曜日～金曜日（祝日・年末年始を除く）
　TEL　080-9258-6728　（福祉係専用携帯電話）　受付時間　夜間・休日
◎児童相談所全国共通ダイヤル
　TEL　189 「いちはやく」　お近くの児童相談所につながります。
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間
記
念

　

事
業
『
一
歩
２

フ
ェ
ス
タ
２
０
２
０
』

▼
日
時
・
令
和
12
月
５
日
（
土
）
～
令
和
２
年

11
日
（
金
）
▼
「
ゆ
め
り
あ
」
花
と
緑
の
交
流

広
場 

▼
内
容
・
最
上
管
内
の
障
が
い
福
祉
サ

ー
ビ
ス
事
業
所
等
の
利
用
者
等
に
よ
る
施
設
紹

介
と
作
品
展
示 

▼
問
合
せ
先
・
一
歩
２
フ
ェ
ス

タ
２
０
２
０
実
行
委
員
会
（
事
務
局
）
最
上
総

合
支
庁
地
域
保
健
福
祉
課
☎
０
２
３
３（
２
９
）

１
２
７
７

　

や
ま
が
た
地
域
他
孫
（
た
ま
ご
）
育
て
講
座

▼
日
時
・
令
和
２
年
12
月
８
日
（
火
）
午
前
９

時
30
分
～
午
後
０
時
30
分 

▼
会
場
・
雪
の
里

情
報
館
雪
国
文
化
ホ
ー
ル
（
新
庄
市
）
▼
講
師
・

中
鉢
祐
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ぐ
く
み
保
育
園

理
事
長
）
丸
山
知
子
氏
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
は
ぐ
く

み
保
育
園
看
護
師
）
▼
対
象
・
シ
ニ
ア
世
代
の

方
（
お
お
む
ね
５
５
歳
以
上
）
▼
定
員
・
30
名

程
度
（
要
申
込
） 

▼
参
加
費
・
無
料 

▼
問
合

せ
先
・
や
ま
が
た
育
児
サ
ー
ク
ル
ラ
ン
ド
☎
０

２
３
（
６
８
７
）
１
７
２
０

　

指
名
手
配
被
疑
者
の
検
挙
に
ご
協
力
を
！

　

令
和
２
年
８
月
末
現
在
、
全
国
の
警
察
か
ら

指
名
手
配
さ
れ
て
い
る
者
は
、
凶
悪
事
件
な
ど

で
特
に
警
察
庁
が
指
定
し
て
い
る
重
要
指
名
手

配
被
疑
者
を
始
め
と
し
て
、
約
６
３
０
人
に
上

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
被
疑
者
は
、
佐
久
人
、

強
盗
等
の
凶
悪
事
件
の
ほ
か
、
暴
行
、
傷
害
、

窃
盗
、
詐
欺
、
横
領
等
の
凶
悪
事
件
に
関
し

て
指
名
手
配
さ
れ
て
お
り
、
再
び
犯
行
を
行
う

恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
警
察
で
は
、
特
に
重
大
な

犯
罪
の
被
疑
者
を
選
定
し
た
上
で
、
11
月
中
に

全
国
警
察
の
総
力
を
挙
げ
て
追
跡
捜
査
を
行
う

こ
と
と
し
、
こ
れ
ら
被
疑
者
の
早
期
検
挙
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
指
名
手
配

被
疑
者
の
発
見
に
向
け
た
捜
査
活
動
に
は
、
県

民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
ぜ
ひ
と
も
必
要
で
す
。

指
名
手
配
被
疑
者
に
よ
く
似
た
人
を
見
掛
け
た

と
い
っ
た
情
報
な
ど
、
ど
ん
な
わ
ず
か
な
こ
と

で
も
結
構
で
す
の
で
、
警
察
に
通
報
し
て
い
た

だ
く
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

新
庄
警
察
署

　

☎
０
２
３
３
（
２
２
）
０
１
１
０

戸
沢
駐
在
所

　

☎
０
２
３
３
（
７
２
）
２
５
０
５

　

ア
イ
ヌ
の
方
々
か
ら
の
様
々
な
ご
相
談

　

を
お
受
け
し
ま
す

　

日
常
生
活
で
お
困
り
の
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

か
？
嫌
が
ら
せ
、
差
別
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
侵
害

な
ど
の
ご
相
談
も
お
受
け
し
ま
す
。
▼
相
談
電

話
☎
０
１
２
０
─７
７
１
─２
０
８ 

▼
受
付
・

月
曜
～
金
曜
日 

午
前
９
時
～
午
後
５
時
（
※

祝
日
、
12
月
29
日
～
１
月
３
日
を
除
く
）

お
知
ら
せ
版

各
種
イ
ベ
ン
ト
や
募
集
案
内
等
の

お
知
ら
せ
を
紹
介
し
ま
す

━━ infomaition ━━
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支
え
合
い
の
地
域
づ
く
り
担
い
手
講
座

　

令
和
２
年
度
高
齢
者
生
き
が
い
づ
く
り
・
生
活

支
援
活
動
人
材
育
成
等
事
業 

▼
対
象
・
お
お
む

ね
55
歳
以
上
の
方
も
し
く
は
高
齢
者
の
生
き
が
い

づ
く
り
や
支
え
合
い
活
動
等
に
関
心
の
あ
る
方 

▼
会
場
・
遊
学
館
（
山
形
市
緑
町
１
─２
─３
６
）

▼
受
講
料
・
無
料
（
昼
食
等
は
別
途
個
人
負
担
）

▼
定
員
・
20
名  

▼
申
込
・【
氏
名
・
郵
便
番
号
・

住
所
・
連
絡
先
電
話
番
号
・
生
年
月
日
・
所
属
・

受
講
動
機
・
私
の
地
域
の
困
り
ご
と
】
を
明
記

し
、
11
月
14
日
（
土
）
ま
で
に
、
は
が
き
・
Ｆ

Ａ
Ｘ
・
メ
ー
ル
で
申
込
。
▼
申
込
先
〒
９
９
０
─

０
０
４
１
山
形
市
緑
町
１
─２
─３
６
（
公
財
）
山

形
県
生
涯
学
習
文
化
財
団
学
習
振
興
部
内
支
え
合

い
の
地
域
づ
く
り
担
い
手
養
成
講
座
担
当
あ
て
☎

０
２
３
（
６
２
５
）
６
４
１
１

e-m
ail　

yam
a@

gakushubunka.jp

　

障
が
い
者
１
１
０
番

　

障
が
い
者
な
ん
で
も
相
談
室　

　
「
障
が
い
者
１
１
０
番
」
は
、
障
が
い
の
あ
る

方
そ
の
ご
家
族
ま
た
は
関
係
者
の
方
か
ら
の
相
談

に
応
じ
、
障
が
い
を
持
つ
方
々
が
自
立
し
、
豊
か

で
安
定
し
た
生
活
が
で
き
る
よ
う
に
支
援
す
る
た

め
の
相
談
窓
口
で
、
専
任
相
談
員
が
担
当
い
た
し

ま
す
。
日
常
生
活
で
の
心
配
ご
と
や
悩
み
、
ト
ラ

ブ
ル
な
ど
で
困
っ
た
と
き
や
、
相
続
・
財
産
・
人

権
問
題
な
ど
で
ど
こ
に
相
談
し
た
ら
い
い
の
か
わ

か
ら
な
い
と
き
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
障
が
い
者
１
１
０
番
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
☎
０
２
３

（
６
８
７
）
５
３
３
３
※
Ｆ
Ａ
Ｘ
兼
用　

月
曜
～

金
曜 

午
前
８
時
30
分
～
午
後
５
時
（
祝
日
・
年

末
年
始
を
除
く
）
▼e-m

ail　

y-sinsyokyo@
orange.plala.or.jp 

▼
問
合
せ
先
・
〒
９
９
０

─２
２
３
１ 

山
形
市
大
字
大
森
３
８
５ 

山
形
県

身
体
障
害
者
福
祉
協
会

　

借
金
返
済
に
関
す
る
相
談
窓
口

　

返
し
き
れ
な
い
借
金
で
お
困
り
の
方
、
ま
ず

は
お
電
話
を
。
相
談
は
秘
密
厳
守
・
無
料
。

▼
相
談
専
用
電
話
・
０
２
３
（
６
４
１
）
５
２

０
１  

▼
場
所
・
山
形
市
緑
町
２
─15
─２
（
山

形
工
業
高
校
東
側
）
▼
受
付
・
月
～
金（
祝
日
・

年
末
年
始
除
く
）
午
前
８
時
30
分
～
午
後
４
時

30
分
▼
問
合
せ
先
・
山
形
財
務
事
務
所
理
財
課

☎
０
２
３
（
６
４
１
）
５
１
７
８

　

住
宅
ロ
ー
ン
な
ど
の
免
除
・
減
額

　
「
自
然
災
害
に
よ
る
被
災
者
の
債
務
整
理
に

関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
に
基
づ
き
、
住
宅
ロ

ー
ン
な
ど
の
免
除
・
減
額
を
申
し
出
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
概
要
は
一
般
社
団
法
人
東
日
本
大

震
災
・
自
然
災
害
被
災
者
債
務
整
理
ガ
イ
ド

ラ
イ
ン
運
営
機
関
Ｈ
Ｐ
（http://w

w
w

.dgl.
or.jp

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
▼
問
合
せ
先
・
山

形
財
務
事
務
所
理
財
課
☎
０
２
３
（
６
４
１
）

５
１
７
８　山形県司法書士会では、県民の皆様が抱え

る様々な「相続問題」を気軽に相談できる窓
口として「相続登記センター」を設置しました。
　相続登記センターでは、「相続手続きが発
生したけれど身近に相談できる方がいない」

「どのように頼んだらいいか分からない」「相
続登記を頼める司法書士がわからない」とい
う方に、お近くの司法書士を紹介いたします。
詳細は下記の通りです。
　受付電話番号：０１２０－９５４－１５３

平日午前９時から午後５時まで
（年末年始・祝祭日を除く）

　ご利用方法
　•上記フリーダイヤルにお電話ください。
　•最寄りの司法書士を数名ご紹介いたします。
　•紹介先と日程調整いただき、紹介先事務
　　所にて面談を行ってください。
　•依頼または相談料につきましては、紹介
　　先と直接ご相談ください。
≪相談・依頼例≫
　•相続登記を頼みたい。
　•生前贈与、遺言をしたい。
　•急いで相続放棄をしたいが、自分では手
　　続きが難しい。
　•遺産分割協議をするのに、相続人に成年
　　後見人を付ける必要がある。
　•相続人のなかに行方不明者がおり、不在
　　者財産管理制度を利用したい。　など
　なお、本件に関する問い合わせ先は下記の
とおりです。

山形県司法書士会・総合相談センター
☎　０２３ー６４２ー３４３４

「相続登記センター」のお知らせ

━━ infomaition ━━
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　村の将来を担う子どもたちの健やか成長をお祝いするとともに、これからも元気で育ってほしい
との願いを込めて、戸沢村の満一歳になる子どもさんを紹介します。
　今月は、10月に満一歳を迎えた子ども達です。（①ご両親の名前②地区名　③ご両親からお子様
へのメッセージ）

そうし

中村　湊心 くん

①中村　大樹　さん

　　　　瑞枝　さん

②蔵岡

③周りの人を笑顔にできる心の

　優しい人になってね！！

　パパママ全力応援！！！

10月21日

生まれ

満一歳児（10月生まれ）満一歳児（10月生まれ）

村の人口と世帯
（9月末現在） 4,364人（－6人）〈男2,085人（ー3人）、女2,279人（ー3人）〉1,603世帯（＋2世帯）※（  ）内の数値は、8月末現在との比較
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朝
晩
と
も
に
冷
え
込
む
よ
う

に
な
り
、
先
月
中
旬
に
は
、
鳥

海
山
で
初
冠
雪
が
観
測
さ
れ
ま

し
た
。
平
年
よ
り
７
日
ほ
ど
遅

い
観
測
と
な
り
ま
し
た
が
、
冬

の
近
づ
き
を
徐
々
に
感
じ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
ね
。
し
っ
か

り
暖
を
取
り
体
調
管
理
に
は
気

を
付
け
て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

さ
て
、
先
月
２
日
（
金
）
は

戸
沢
小
５
年
生
の
児
童
た
ち
の

稲
刈
り
体
験
を
取
材
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。
田
ん
ぼ
の
先

生
（
地
域
の
農
家
さ
ん
）
の
お

話
を
よ
く
聞
き
、
真
剣
な
表
情

で
稲
刈
り
に
取
り
組
ん
で
い
る

児
童
の
姿
が
印
象
的
で
し
た
。

　

稲
の
収
穫
お
疲
れ
さ
ま
で
し

た
！


